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PC-SOD(吸入製剤)のライセンス契約に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、Chong Kun Dang Pharm Corp. に対し、韓国全域

を対象とする PC-SOD（吸入製剤）のライセンス契約を締結することを下記の通り決議い

たしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１.ライセンスアウトの概要 

（１）目 的 

現在、当社が日本における第Ⅰ相臨床試験を実施中の PC-SOD（吸入製剤）に 

ついて、第Ⅱ相臨床試験より日韓共同治験を実施する計画であります。 

臨床試験完了後、日韓両国における PC-SOD（吸入製剤）の製品化を目指すため、 

韓国における PC-SOD（吸入製剤）の承認申請および販売を手掛ける有力なパート 

ナーとして同社へのライセンスアウトを決定したものであります。 

 

（２）内 容 

 特許実施許諾及び技術供与の範囲 

 テリトリー ：韓国全域 

 適 応 症 ：特発性間質性肺炎、特発性肺線維症 

 

 特許実施許諾及び技術供与の対価の種類 

① 契約一時金 

② マイルストーン  

③ ランニングロイヤリティー 

  

 

  



２. PC-SOD（吸入製剤）の概要 

  PC-SOD は、多くの疾患の原因となっている活性酸素を除去するSODの細胞親和性と

血中安定性を高めたDDS製剤です。注射剤の研究においては、日本で特発性間質性肺炎

および潰瘍性大腸炎を対象疾患とした第Ⅱ相臨床試験が終了し、既に中国の北京泰徳製

薬にライセンスアウトを実施しております。 

一方、注射剤による静脈内投与では患者様は長期の入院を余儀なくされるため、より

QOL（クオリティ・オブ・ライフ）の高い新たな投与方法の検討・開発を進めてまいり

ました。その結果、PC-SODを吸入投与することによる有効性を見出し、当社の創薬事業

におけるメインテーマとして特発性肺線維症を対象疾患とした吸入製剤の研究開発を進

めて参りました。平成22年6月には厚生労働省より希少疾病用医薬品（オーファンドラッ

グ）に指定されるなど、難病に対する有効な治療手段として本製剤の製品化が期待され

ております。 

   

３. Chong Kun Dang Pharm. の概要 

社 名 

事 業 内 容 

Chong Kun Dang Pharm Corp. 

医薬品の研究、開発、製造販売 

本 社 所 在 地 368, 3-ga, Chungjeong-ro, Seodaemun-gu, 

Seoul 120-756, Korea 

設 立 1941年5月7 日 

代 表 者 

資 本 金 

従 業 員 数 

決 算 期 

Jung-Woo Kim 

32,625 百万ウォン 

1,463 人 

12 月 31 日 

当社との関係 当社と当該会社との間に記載すべき人的・資本的関係は 

ありません。 

 

４. 日 程 

特許実施許諾及び技術供与契約締結後（7 月締結予定）後、今期中に日韓共同での第

Ⅱ相臨床試験の開始を目指しております。 

 

５. 今後の見通し 

平成 23 年４月 28 日に公表した、平成 24 年 3 月期連結業績予想において、当該ライセ

ンス契約による一時金収入を見込んでおりましたため、現時点で業績予想の変更はござ

いません。今後研究開発に進展等がございましたら速やかにお知らせして参ります。 

 

以 上 


